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保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
年
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
式
ま
で
あ
と
数
日
と
迫
っ
て
お
り
、
博
工
生
活
の
ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
も
う
少

し
で
す
ね
。

　

こ
こ
で
博
工
生
活
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

希
望
と
期
待
に
あ
ふ
れ
る
春
を
迎
え
、
新
た
な
学
校
生
活
の
期
待
と
不
安
を
心
に

秘
め
、
長
い
坂
道
を
上
り
本
校
の
門
を
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
ね
。

　

入
学
し
た
頃
の
世
の
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
の
煽
り
を
受
け
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
学
校
行
事
の
制
限
や
部
活
動
の
大
会
縮
小
な
ど
、
思
い
描
い
て
い
た
高
校

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
過
ぎ
去
る
日
々
に
歯
が
ゆ
く
思
う
時
期
を
あ
り
ま

し
た
ね
。
皆
様
が
二
年
生
へ
と
進
み
、
初
夏
を
迎
え
た
五
月
に
コ
ロ
ナ
も
終
息
を
迎

え
、
高
校
生
活
も
制
限
の
無
い
通
常
の
風
景
に
戻
り
、
中
学
時
代
に
思
い
描
い
て
高

校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
想
像
し
て
い
た
高
校
生
活
か
ら
程
遠
い
環
境
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
苦
楽
を
共
に
し
た
博
工
生
活
は
、
か
け
が
え
の
な
い

思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
皆
様
の
今
後
の
人
生
の
糧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
新
た
な
生
活
に
期
待
と
不
安
を
心
に
潜
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
へ
と
歩

み
出
し
ま
す
。

　

進
路
先
で
は
楽
し
く
嬉
し
い
こ
と
や
辛
く
て
悲
し
い
こ
と
に
巡
り
合
う
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
学
校
と
違
い
親
身
に
相
談
で
き
る
方
々
が
身
近
に
少
な
く
、
自
分
自

身
で
決
断
す
る
機
会
が
多
く
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
か
大
き
な
壁
や
困
難
に
直

面
し
、
ご
家
族
や
親
し
い
友
人
等
に
相
談
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

是
非
博
工
を
訪
ね
て
下
さ
い
。

　

母
校
は
卒
業
生
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
し
、
相
談
の
解
決
策
に
な
る
ヒ
ン
ト

を
導
い
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
三
年
生
へ
私
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
送
り
ま
す
。

『
現
状
維
持
は
後
退
の
は
じ
ま
り
』

　

元
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
監
督 

工
藤
公
康
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

　

社
会
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
続
け
て
ま
す
。『
今
日
よ
り
明
日
』
と
日
頃
か
ら
仕
事

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
進
化
や
変
化
を
求
め
て
、
充
実
し
た
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

三
年
生
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
と
幸
多
き
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
子
様
の
高
校
卒
業
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
、
卒
業
を
迎
え
た
三
年
生
の
皆
さ
ん
。
博
工
で
、
様
々
な

経
験
を
し
、
心
身
共
に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
い
ろ
い
ろ
な
色
で

輝
い
て
生
き
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
二
年
ほ
ど
前
、
令
和
五
年
四
月
六
日
の
始
業
式
に
て
皆

さ
ん
と
初
め
て
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
始
業
式
や
終
業
式
等
に
言
葉

を
贈
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
本
校
の
校
訓
「
質
実
剛
健
」

や
教
育
目
標
等
に
よ
せ
て
言
葉
を
選
ん
だ
も
の
で
す
。
令
和
六
年

度
、
三
年
生
の
皆
さ
ん
へ
は
次
の
通
り
。

○
一
学
期
始
業
式
：

「
新
し
い
目
標
を
私
や
先
生
方
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
少
し
ず
つ

成
果
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
」

○
一
学
期
終
業
式
：

「
鍋
洗
い
一
つ
見
れ
ば
そ
の
人
の
人
格
が
わ
か
る
。
技
術
は
人
格

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
だ
か
ら
、
あ
い
つ
だ
っ
た
ら
間
違
い
な
い
」

　
　
　
　

（
出
典
：
村
上
信
夫
著
『
帝
国
ホ
テ
ル
厨
房
物
語
』）

○
二
学
期
始
業
式
：

「
い
ち
っ
て
ね 
だ
か
ら
、
は
じ
め
の 

数
な
の
さ 

小
さ
い
よ
う
で 

大
き
い
な
」　
　
　
　

（
出
典
：
谷
川
俊
太
郎
・
詩
「
い
ち
」）

○
二
学
期
終
業
式
：

「
テ
レ
ビ
は
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
合
間
に
〝
心
の
温
ま
る
い
い
話
〞

を
織
り
交
ぜ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
く
、
本
当
の
意
味
で
明
る
い

話
と
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
〝
小
さ
な
進
歩
〞
が
世
界
中

で
起
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
進
歩
の
繰
り
返
し

が
世
界
を
変
え
て
い
ま
す
。」　

　

（
出
典
：
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
リ
ン
グ
他
著
『
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
』）

　
「
友
よ　

答
え
は
風
に
吹
か
れ
て
い
る
」　

　

（
出
典
：
ボ
ブ
デ
ィ
ラ
ン
・
詩“

B
L
O
W
IN
’IN
 T
H
E
 W
IN
D
”

）

○
三
学
期
始
業
式
：

「
正
月
だ
け
が
め
で
た
い
の
で
は
な
い
。
心
が
あ
ら
た
ま
っ
た
と

き
、
そ
れ
は
い
つ
で
も
お
め
で
た
い
。」

　
　
　

（
出
典
：
松
下
幸
之
助
著
「
日
々
是
新
」『
道
を
ひ
ら
く
』）

　

本
日
の
式
辞
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
一
つ
で
も
残
れ

ば
幸
い
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

甲　

斐　
　
　

徹

卒
業
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

校　

長

　

福　

岡　

哲　

朗

博
工
生
活
を
振
り
返
っ
て

PTA人権研修会
令和６年12月5日（木）

　古典落語と人権の話ではよく『弥太郎』という登場人物の話をされることが多いそ
うですが、今回は『御神酒徳利』という落語を披露頂きました。
　先生の人権観と落語のお話で１時間、あっという間で楽しい時間を過ごせました。
　改めて人権とは…単に人間であることに基づく普遍的な権利、人間の生存に欠くこ
とのできない権利、および自由差別や偏見の目で見ず平等にと言えば聞こえはいいで
すが、誰しも価値観が同じとは限りません。自分の中で、人に対して色眼鏡で見るこ
となく接しているか、自分の物差しで測っていないか、言動や行動を今一度振り返っ
てみてください。これから学校生活を送り就職や進学をきっかけに親元を離れる予定
のお子さんも多いと思います。成人し、社会に出ると広い視野が必要になるため、ご
家庭でも『人権』について話し合う機会を作っていただけると幸いです。

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　これまで積み重ねてきた努力と経験は、皆さんの
大きな財産です。これからの人生には、喜びもあれ
ば困難もあるかもしれません。しかし、どんな時も
「努力は必ず実を結ぶ」と信じて歩んでください。
　ウォルト・ディズニーの言葉に、「夢を見ることが
できるなら、それを実現することもできる」という
ものがあります。皆さんの夢が大きく羽ばたくこと
を願っています。
　また、今日という日を迎えるまで支えてこられた
保護者の皆さまにも、心よりお祝い申し上げます。
皆さまの愛情と励ましがあったからこそ、卒業生の
皆さんはここまで成長されました。
　本広報誌の作成にあたり、ご協力くださった先生
方、役員の皆さま、この場を借りて深く感謝申し上
げます。この誌面が、卒業生の皆さんにとってかけ
がえのない思い出となることを願っています。
　皆さんの未来が、希望と挑戦に満ちたものとなり
ますように。

広報委員より
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　このクラスの第一印象は「元気がありすぎる」でした。想像以上の君たちのパワーに圧倒されましたが、この
パワーを良い方向に導けば、きっと素晴らしいクラスになると信じて、ずっと関わってきました。
　特に印象に残っているのは進路のことです。全員第一希望合格を目指し、SPI対策や面接対策のため、朝や放
課後に連日残って指導しました。多くの生徒が頑張ってついてきてくれたおかげで、結果として、担任として初
めて進学を含む全員が不合格者を出すことなく進路を達成することができました。周囲の先生方からも「３-１は
良いクラスになったね」「ずいぶん良くなったね」とお褒めの言葉をいただくことが多くなり、誇らしく思ってい
ます。…と思ったのも束の間、欠席が増えたり、駅伝大会の団体駆け足でダントツのワースト１位を取ったり
と、ここ最近は恩を仇で返されているような苦渋の日々です。
　これを読んでいる君たちは、卒業直前だと思います。以前話したことを思い出してほしいのですが、卒業式は
親やお世話になった方々に、自分たちが立派に成長したことを証明する日です。決して変にウケを狙ったり、派
手な格好や髪型で自己主張したりする日ではありません。３年間で成長した君たちの、本当にカッコいい姿や行
動で式に臨むことが、最高の恩返しです。最後に、「３-１は本当にカッコよかった」「良い方向にパワーを発揮し
てくれた」と思わせてくれることを切に願っています。卒業おめでとう！

３
年
１
組
担
任

　
　

松　

原　

征　

治

最
高
の

　

卒
業
式
に
し
よ
う

　３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。保護者の皆様におかれましても、18年間の子育て、大変にお
疲れ様でした。この日を迎えられて、ホッと一安心な面と、巣立つ寂しさとが入り混じっているのではないで
しょうか。皆様とともに今日という日を迎えられたこと、私も嬉しく思っています。
　さて、３年３組の皆さん、タイトルの数字は何を意味しているかわかりますか？？正解は、教室に掲示してい
る「賞状の数」です。教卓からふと教室全体を眺めたとき、並んだ賞状を見てひっそりと誇らしい気持ちになっ
ていました。12枚の中の1/4は準優勝。これらを眺めながら、「どう手を入れれば、どう声掛けをすれば１位をと
らせてあげられるのかな」と考えた３年間でもありました。考えたものの、正直結果は出せませんでしたね。誰
かの作文の言葉を借りるなら、「このクラスは２位に愛されている」のでしょう。そんな景色も今日で見納め。こ
れから各々の人生で自分なりの１番を目指してください。
　たくさん笑い、騒ぎ、怒られ、悩み、また笑い、ここには書ききれないほど様々なことを経験し、乗り越えた
皆さんなら大丈夫。困ったときは、遠慮なく頼ってください。油山から見守っています。

３
年
３
組
担
任

　
　

宇　

野　

朱　

里

十　

二

　卒業おめでとうございます。高校での３年間はどんなことがありましたか。楽しいこと、嬉しいこと、また
は、悔しいことや辛いこと、成功や失敗、挫折など良くも悪くもいろいろなことを経験した３年間だったはずで
す。そんな高校生活も終わり今日で一つの節目を迎えます。この「節目」とは物事の区切りとして使われます
が、その由来は木や竹の節のある場所を指し、成長の証でもあります。当然、建築科の君たちなら知っていると
思います。
　この節があるかないかでは大きな違いがあり、竹では強度を高めるためになくてはならない重要な部分だとい
うことです。そんな由来がある「節目」を迎える君たちには小さいころから様々な「節目」を迎え、保護者の方
をはじめ、たくさんの方々から支えられ成長してきたことだと思います。これからは、いままでに経験したこと
を力に変え、これから先の人生を歩んでほしいと思います。そして、昨日よりも今日、今日よりも明日、１年後
２年後と困難に負けず挑み、多くの「節目」積み重ねていってください。それが強風でも負けない竹のように、
君たちも強くたくましく成長できると信じています。
　次会うときには、今よりたくましく成長した姿で会えることを楽しみにしています。

３
年
４
組
担
任

　
　

國　

友　

義　

治

節　

目

　私の担任経験の中で、クラス替えなく三年間受け持った唯一のクラス。そういう意味で感慨深いものがあった
し、自分自身、様々なことに何度も気付かされる三年間であった。
　教員として変えてはいけないもの、変えてもいいもの、変えなければいけないもの、が沢山ある中で、優柔不
断な私にとって本当に正しい「選択」が出来ていたのかどうか？自問自答する日々であった。
　しかしその難しい「選択」でもがいている中で、青春ど真ん中の君たちは、何度私に声をかけてくれたこと
か。君たちの何気ない計算のない一言がどれだけ私を救ってくれたことか、測りようがない。年齢は私の方がは
るかに上ながら、それを超越する君たちの姿を何度目にしたことか。年齢が上か下かはどうでもよくて、これか
ら先もともに成長していこう。ともに生きていこう。そして、また必ず会おう。この出会いにありがとう。
　保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。皆様の大きな心で、子どもを見守り続けて下さり本当
に感謝しております。卒業式ではともに喜び合いましょう！

３
年
５
組
担
任

　
　

高　

岡　

晃　

一

と
も
に

　３年間の高校生活ご苦労様でした。たくさんの思い出が詰まっているこの３年間は、君たちにとって今後の人
生の糧になるものではないかと思います。大切な仲間たちと過ごした時間は一生ものです。ずっと忘れず、心の
片隅に留めておいてください。
　コロナウイルス感染症の関係で、中学時代は様々な制限の下、思うような学校生活を過ごせなかった人たちが
多かったのではないかと思います。しかし高校に入学すると、少しずつ日常生活や学校生活への制限が解かれ、
仲間との関わりを作っていく機会が増え始めました。その中でも特に沖縄への修学旅行は、飛行機に乗ること、
民泊すること、その他たくさんのイベントは、制限下であれば不可能であったと思います。このような体験を君
たちへ提供できた事は、最も価値のあることであったと思っています。
　これから社会は想像できないくらい大きく変化をしていきます。情報化社会の発展で世の中には便利なものが
たくさん作り出され、様々なことが人と接することなく、情報端末ひとつで解決されるような社会がやってきま
す。このような社会だからこそ幸せに生きていくためには、人間同士の関わりやコミュニケーションを大切にし
なければならないと思います。高校生活の様々な経験で身に付けてきた仲間との協働・協調スキルを存分に発揮
し、創造社会でたくましく生きてください。健闘を祈る！

３
年
６
組
担
任

　
　

合　

屋　

貴　

春

卒
業
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　卒業おめでとう。高校３年間を振り返ってみてどんな気持ちで今を迎えているでしょうか。この４月から社会
人になる人は、10歳も20歳も年の離れた人たちと毎日仕事をしていくことになります。仕事は慣れるまでが大変
でしょうけれど、これまで担任以外の大人とあまり顔を合わせなかった分、存分にいろんな大人と喋って仕事の
ノウハウを吸収してください。
　上級学校へ進学する人は、あと少し学生気分を満喫できます。それでも高校以上に自己責任が伴う大変で厳し
い世界が待っているでしょう。安易な遅刻欠席をせず、自分の夢に向かって前進できることを祈るばかりです。
社会人になる人と同じく、「よく学び（よく働き）、よく遊べ」が肝心です。
　最後に、自分がまだ「何者」なのか、わからない人が大多数だと思います。これから仕事や勉強を重ねていく
うちに、何が得意で何に向いているのか、いずれ固まってくるはずです。それぞれ「何者」かになったとき、ま
たいつか会えることを楽しみにしています。
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　卒業おめでとうございます。これからはそれぞれの人生を歩むことになります。自分の人生の先を計画しなが
ら社会生活を送ってほしいと思っています。私たちは長生きです。３年くらい５年くらい先しか考えていないと
思います。そんな先わからないと思います。意外とあっという間に時間は経ち、そしてまた次の選択を迫られま
す。社会環境の変化がとても大きくなっています。沢山の情報があり正しい情報が何かもわかりにくくなってい
ます。落ち着いて考える時間が必要です。休養をとってもかまいません。休養も含め人生を設計することが大事
です。迫られて考えるよりもゆっくり時間のある時に次の目標を決め理想の生活に近づけていくのがおすすめで
す。これまでに自分の一番輝いていた瞬間を思い出し、次の輝きを目指してどうすればよいのか考えてみてくだ
さい。余裕を持った大人になってほしいと思います。
　親や友達を大切にすれば、さらに自分の輝きを支えてくれます。いいところも悪いところも全部含めて自分で
す。うまく生かして最高の人生を送ってください。
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　卒業おめでとう！思い返せば３年間いろんなことがありました。みんなは、どのような思い出がありますか？
私の思い出は、毎日のホームルームです。朝、登校してきたみんなの顔や様子を見て、「元気かな？」と思い、休
んでいると、「大丈夫かな。」と思っていました。また、帰りは「今日も無事に過ごせたかな？」「明日も元気に登
校してくれるかな。」と日々思っていました。やっぱりみんなの元気な顔を見ると安心する日々でした。
　また、このクラスは思いやりのあるクラスだと思っています。最初はいろいろとうまくいかない事もありまし
たが、みんなが、だんだんと手助けをしたり声をかけてくれたり。また、そのことをみんながサポートしてくれ
たりと、日々成長してくれたと思います。
　みんな３年間いろんな学びや経験をしてきたと思います。その学びや経験が、これからのみんなの人生に生か
せる場面があると思います。自分の経験や能力を信じてください。また、これからも学びが続き、いろんな経験
をするでしょう。体に気を付けて元気に頑張っていきましょう！

　「今の努力が道を決める」それがこの学年の入学時からのスローガンでしたが、卒業生のみなさんは、自分の頑
張りにより未来への一歩を切り開くことができましたか？この原稿を書いている時点で、残すところ就職希望の
生徒数名が入社試験待ちの状態で、ほとんどの生徒が進学就職の内定をもらっています。売り手市場の就職状況
にも後押しされながら、みなさんの努力の結果が表れたのではないでしょうか。
　みなさんが入学した時は、コロナ対策でマスクをしたままの入学式でした。２年生での修学旅行ではインフル
エンザの猛威の中、多くの発熱者を出しながら行程をこなしていきました。感染症に悩まされながらの行事が多
かったのが思い出されますが、今思えば苦しくもあり楽しくもあり思い出深い体験をすることができました。私
個人で言えば36年間の教員生活の中で、おそらくは最後の学年でしたので、みなさんと一緒に過ごすことができ
た３年間はより思い出深いものでした。ありがとう。入学した時の初々しい顔立ちから、たくましい顔立ちに成
長したみなさんへ心からのエールを送ります。これからも健康に気をつけ、自分を大切にするとともに社会貢献
ができる立派な大人になってください。がんばれ！そして卒業おめでとう！　
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３学年主任　芸術科（美術）　河　塚　　　敦
卒業おめでとうございます

三年生の担任の先生から
　　卒業生へのメッセージ
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2024年度 部活動表彰者

駅伝大会
令和６年12月18日（水）

団体駆足の部

１位
２年２組（機械科）

２位　３年３組（インテリア科）
３位　１年３組（インテリア科）
３位　１年６組（自動車工学科）

駅伝の部

１位
２年４組（建築科）
２位　１年４組（建築科）
３位　２年２組（機械科）

【区　間　賞】

第1区　井手　瑛大（１年４組）6'50

第 2区　佐保　遙也（２年７組）6'32

第 3区　田中　義高（２年７組）6'31

第 4区　松永　寿樹（２年４組）6'56

第 5区　松尾　祐希（２年４組）6'39

第 6区　武堂　颯良（１年１組）7'02

第 7区　村瀬　大輝（２年４組）6'53

●校外活動部
九州サーキットシリーズ2024
２年６組　山中　理史
　◆Ｃ３：チャレンジ　第５位

２年２組　高群　結人
　◆Ｃ４：ビギナー　第２位

第72回全九州高等学校水泳競技大会
２年３組　髙田　若奈
　100ｍバタフライ　出場（県７位）
　200ｍバタフライ　出場（県６位）

令和６年度 （第86回末弘杯）
全九州高等学校選手権新人水泳競技大会
２年３組　髙田　若奈
　50mバタフライ　出場（県５位）
　100m平泳ぎ　出場（県９位）

ＭＭＡ甲子園九州大会
２年４組　島村　風飛
　フェザー級　優勝　全国大会出場

⚫弓道部
令和６年度福岡県高等学校総合体育大会
弓道選手権大会　中部ブロック予選会
３年８組　吉岡大治郎
　男子個人　８射５中　県大会出場

令和６年度福岡県高等学校総合体育大会
弓道選手権大会　県大会
３年５組　境　　愛等
　女子個人　12射９中　４位　九州大会出場

令和６年度第32回九州高等学校
弓道新人選手権大会　県大会

男子団体　４位
２年８組　鶴浜颯之介　２年７組　松田　航成
２年７組　山口　　慎　２年５組　後藤壮一郎
２年４組　松尾　志輝
 
⚫陸上部
福岡県高等学校
陸上競技学年別大会中部ブロック予選
２年４組　仁田野凜斗
　Ａ円盤投　３位

１年７組　大和　　葵
　Ｂ円盤投　１位　県大会出場　県大会４位

福岡県高等学校
新人陸上競技大会中部ブロック予選
２年４組　仁田野凜斗
　男子円盤投げ　３位

⚫バドミントン部
令和６年度福岡県高校総体
バドミントン選手権大会中部ブロック予選会
　男子団体　３位（県大会出場）

３年５組　月形　吉雄　３年３組　松尾　　洸
　男子ダブルス　ベスト16

３年５組　中村　泉文
　女子シングルス　ベスト32

令和６年度福岡県高等学校
バドミントン新人大会
　団体戦　ベスト16

１年６組　長谷川英駿　１年６組　斉藤　大悟
１年５組　一木　　蘭　１年７組・８組　出口　健琉
１年２組　冨安　巧真　１年２組　池田　龍輝
１年２組　田嶋　海音　１年４組・８組　簑田　遼河

⚫演劇部
第３回全国高校生リアル脱出ゲーム制作選手権
リアル脱出ゲーム甲子園　全国大会出場

⚫ものづくり専門部
第23回　高校生ものづくりコンテスト
九州地区大会
２年３組　兒玉　武駿
　家具・工芸部門 優良賞（３位）（県大会優勝）

第23回高校生ものづくりコンテスト
福岡県大会
２年３組　森　　紫音
　家具・工芸部門　２位

令和６年度　第15回福岡県高等学校
溶接技術競技会
　団体１位　九州大会出場

３年２組　松岡　優翔
　溶接技術競技会　個人１位

３年２組　久保未来翔
　溶接技術競技会　個人２位

３年２組　小暮　凰海
　溶接技術競技会　個人５位

第23回高校生ものづくりコンテスト
福岡県大会
２年１組　坂井　祐太
　旋盤部門　優勝 九州大会出場

⚫モータースポーツ部
37回Hondaエコマイレッジチャレンジ2024
鈴鹿大会
Ｂチーム　学生の部 24チーム中 １位（優勝）

２年６組　水流　楓太　３年６組　森山　陽翔
３年６組　宮地　優多

Ａチーム　学生の部　２位（準優勝）
３年６組　髙尾　祐太　３年６組　熊本　隆盛

2024 Ene-1 SUZUKA Challenge KV-40
KV-40-ｃ（高校クラス）第５位
３年６組　髙尾　祐太　３年６組　宮地　優多

Hondaエコマイレッジチャレンジ
第39回九州大会
Bチーム　２位
１年６組　髙田龍之介　３年３組　髙尾　祐太
３年６組　宮地　優多

2024エコデンレースin苅田
Ｂチーム　３位 記録：32周
１年６組　髙田龍之介　２年６組　加﨑　顕聖
３年６組　宮地　優多

2024　FUKUOKA　EV　CHALLENGE

Ａチーム　20周　優勝
３年６組　髙尾　祐太　３年６組　熊本　隆盛

Ｂチーム　準優勝
２年６組　水流　楓太　３年６組　森山　陽翔
３年６組　宮地　優多

43回Hondaエコマイレッジチャレンジ2024
全国大会
学生の部　Ａチーム68チーム中　16位
　　　　　Ｂチーム68チーム中　15位

⚫ソフトテニス部
令和６年度福岡県高等学校
ソフトテニス新人大会中部ブロック予選
　男子団体戦　県大会出場

１年６組　松岡　剣心　１年８組　瀬戸口悠太
　男子個人戦　ベスト32　県大会出場

⚫ロボット部
ジャパンマイコンカーラリー2025　九州大会
ベーシッククラス　出場
２年７組　古賀　獅隆　３年７組　新井鈴之助

ジャパンマイコンカーラリー2025　全国大会
アドバンスドクラス　出場
１年７組　田中結月希

⚫写真部
第39回福岡県高等学校総合文化祭写真部門
１年３組　山﨑　　楓　　準特選
１年３組　住田　姫芽　　入　選

⚫美術部
第39回福岡県高等学校総合文化祭
２年３組　青木　司沙　２年３組　佐々野真歩
２年７組　星山　昊
　美術工芸部門　工芸の部　全国大会推薦

２年５組　亀井　唯吏
　美術工芸部門　絵画の部　特選

⚫サッカー部
全日本U-18フットサル大会福岡県大会
　県大会３位

⚫野球部
第106回全国高等学校野球選手権福岡大会
　県大会出場　ベスト32

⚫柔道部
福岡県高校柔道新人大会中部ブロック予選会
１年４組　宮崎　咲人
　県大会出場
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